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Ｅメール　kouhou@city.tsuyama.lg.jp
ファクス　32-2152
は が き　〒708-8501 津山市役所秘書広報室行
※専用応募フォームからも応募できます
※お便りの内容は広報紙やホームページ
　で匿名で紹介する場合があります

広報津山
広告募集中

　お問い合わせ―秘書広報室 ☎32-2029
広報津山で皆さんにＰＲしませんか？

広報クイズ＆ご意見募集 正解者の中から抽選で５人に当たる！

春はつやま　2023津山さくらまつり
市からのお知らせ　４月から市の新しい部署と
　場所、犬の登録と狂犬病予防注射 ほか
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん

けいじばん
津山の歴史あらかると
津山自慢　津山市地域おこし協力隊
　三谷耕平さん（高野本郷）

記念品 

令和５年４月20日㈭当日消印有効 

問
　　　　　　応募方法 　　　　　 ①答え②氏名③郵便番号・住所④広報
　紙への感想・市政への意見⑤右のＡ～Ｆの記念品
　の中から１つを書き、秘書広報室に送る

２ページ「春はつやま　2023津山◯
◯◯まつり」
○に入るひらがな３文字は？
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目次

２月号の正解
当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせて
いただきます。

Ⓐあば温泉無料入浴券（５枚）
Ⓑ百々温泉めぐみ荘無料入浴券（５枚）
Ⓒ津山郷土博物館招待券（２枚）
Ⓓ津山洋学資料館無料招待券（２枚）
Ⓔ津山まなびの鉄道館無料入館券（２枚）
Ⓕベルフォーレ津山  映画鑑賞チケット（２枚）

５（応募 67人、正解 67人）

質
素
な
修
繕
を
し
つ
つ
、
既
存
の
蔵
な
ど
を
で
き
る
限
り

利
用
し
ま
し
た
。
蔵
屋
敷
移
転
の
資
金
は
、
新
し
く
確
保

し
た
中
之
島
の
蔵
屋
敷
を
「
質
入
れ
」
す
る
こ
と
で
調
達

し
、
不
足
分
は
商
人
か
ら
借
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

手
狭
な
た
め
、
天
明
５
年
（
１
７
８
５
）
に
、
西
隣
の
間

口
７
間
ほ
ど
を
追
加
で
手
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
頃
、
津
山
藩
の
財
政
は
決
し
て
潤
沢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
何
と
か
資
金
を
調
達
し
て
大
坂
蔵
屋
敷

を
拡
張
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
津
山
藩
が
大
坂

を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
29
年
度
、
中
之
島
に
あ
っ
た
津
山
藩
の

大
坂
蔵
屋
敷
跡
は
、
大
阪
文
化
財
研
究
所
に
よ
り
発
掘
調

査
さ
れ
ま
し
た
（『
大
阪
市
北
区
中
之
島
蔵
屋
敷
跡
発
掘

調
査
報
告
Ⅲ
』
２
０
１
８
）。

　
こ
の
調
査
で
、
津
山
藩
の
蔵
屋
敷
が
あ
っ
た
時
期
に
作

ら
れ
た
ゴ
ミ
穴
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
・
ブ
タ
、
ス
ッ
ポ
ン
や

ニ
ワ
ト
リ
の
骨
、マ
ダ
イ
な
ど
の
魚
類
の
骨
、ハ
マ
グ
リ・

サ
ザ
エ
・
ア
ワ
ビ
な
ど
の
貝
殻
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
ハ
マ
グ
リ
は
、
津
山
藩
の
蔵
屋
敷
が
移
転
す
る
以
前
の

遺
構
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
よ
り
も
比
較
的
大
き
く
、
高

さ
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
貝
殻
も
あ
り
ま
し
た
。

　
大
坂
駐
在
役
人
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
と
し
て
、
藩
の

資
金
調
達
が
あ
り
ま
し
た
。
商
人
な
ど
と
の
食
事
の
際
に

大
き
な
焼
き
ハ
マ
グ
リ
を
出
し
て
、
も
て
な
し
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
、
各
藩
は
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
な
ど
、
商
業

が
盛
ん
で
金
融
に
便
利
な
場
所
に
屋
敷
を
設
け
ま
し
た
。
津

山
藩
も
江
戸
・
京
都
・
大
坂
に
屋
敷
を
構
え
、
特
に
大
坂
の

屋
敷
を
「
蔵
屋
敷
」
と
呼
び
ま
し
た
。

　
大
坂
の
蔵
屋
敷
に
は
津
山
藩
の
役
人
が
駐
在
し
、
津
山
か

ら
運
ば
れ
て
く
る
年
貢
米
を
売
る
な
ど
、
重
要
な
任
務
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。
津
山
藩
松
平
家
の
資
料
を
読
み
進
め
る

と
、
大
坂
蔵
屋
敷

は
何
度
か
移
転
し

て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
　

江
戸
時
代
中
期

に
、
大
坂
の
土
佐

堀
に
あ
っ
た
蔵
屋

敷
は
手
狭
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
移
転
先
を
探

し
た
と
こ
ろ
、
安

永
９
年
（
１
７
８

０
）
３
月
、
大
坂

の
中
之
島
に
間
口

13
間
半
の
良
い
物

件
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
津
山
藩
は

津
山
藩 
大
坂
蔵
屋
敷
の
拡
張

問
津
山
郷
土
博
物
館
（
山
下
）
☎
22
－
４
５
６
７

▲江戸時代後期の大坂の絵図。中之島の左、赤い付箋があるとこ
ろに「津山」とあり、この場所に津山藩の蔵屋敷があったこと
がわかる


